
地球環境を守るため再生紙を使っています。
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国
保
税
引
き
下
げ
・
新
さ
わ
や
か
健
診
も
実
現

日
本
共
産
党
前
橋
市
議

団
は
、
市
民
要
求
実
現
の

た
め
に
論
戦
し
全
力
を
上

げ
ま
し
た
。
四
月
か
ら
実

現
し
た
主
な
施
策
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
一
に
、
新
日
本
婦
人

の
会
な
ど
多
く
の
市
民
団

体
と
と
も
に
ね
ば
り
強
く

取
り
組
ん
で
き
た
「
子
ど

も
の
医
療
費
の
無
料
化
」

は
、
就
学
前
か
ら
い
っ
き

に
中
学
校
卒
業
ま
で
所
得

制
限
な
く
通
院
・
入
院
と

も
無
料
と
な
り
ま
す
。
子

育
て
支
援
策
の
大
き
な
前

進
で
す
。

第
二
に
、「
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
引
き
下
げ
」
が

実
現
し
ま
し
た
。
低
所
得

世
帯
（
加
入
世
帯
の
約
四

割
・
二
万
五
千
世
帯
）
の

法
定
軽
減
額
が
増
額
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
資
産
割
が

廃
止
さ
れ
る
た
め
、
固
定

資
産
税
課
税
世
帯
の
多
く

の
税
額
が
引
き
下
げ
と
な

り
ま
す
。（
そ
の
一
方
で
、

所
得
割
と
世
帯
平
等
割
と

均
等
割
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
め
六
月

に
な
ら
な
け

れ
ば
引
き
下

げ
世
帯
数
は

確
定
で
き
ま

せ
ん
。）
党
市

議
団
は
、「
国

の
法
定
軽
減

制
度
の
活
用

だ
け
で
は
な

く
、
さ
ら
に

一
般
会
計
を

繰
り
入
れ
て

全
世
帯
の
国

保
税
額
を
引

き
下
げ
る
べ

き
」
と
要
求

し
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

第
三
に
、
さ
わ
や
か
健

診
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
党

市
議
団
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
に
限
定
し
た
特

定
健
診
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
『
さ
わ
や
か
健
診
』
が

大
幅
に
後
退
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
指
摘
し
対
策
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
市
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
四
十

歳
以
上
の
全
市
民
を
対
象

に
「
新
さ
わ
や
か
健
診
」

を
実
施
し
て
現
状
の
健
診

内
容
を
維
持
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

小林久子議員 中道浪子議員田村知子議員 長谷川薫議員

新
年
度
予
算
審
議
が
中
心
の
第
一
回
定
例
前
橋
市
議
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
代
表
質
問
を
中
道
浪
子
議
員
、
総
括
質
問
を
笠
原
寅
一
・
小
林
久
子
・
長
谷
川
薫
議
員
が
行
い
、
意
見
書

起
草
委
員
を
田
村
知
子
議
員
が
分
担
し
ま
し
た
。
ま
た
全
議
員
が
、
総
務
・
教
育
福
祉
・
市
民
経
済
・
建
設
水

道
常
任
委
員
会
で
論
戦
し
、
市
民
要
求
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

貧
困
と
格
差
の
拡
大
で
苦
し
む

市
民
の
く
ら
し
支
え
る
市
政
に

無料法律・生活相談
毎週金曜日10～12時
市議団控室　予約を

中 道 浪 子（261）4355
笠 原 寅 一（263）0688
長谷川　薫（234）5326
小 林 久 子（283）6756
田 村 知 子（224）8363

笠原寅一議員

４月から中学校卒業までの医療費無料化スタート ４月から中学校卒業までの医療費無料化スタート ４月から中学校卒業までの医療費無料化スタート 
長年の市民の運動と党市議団の論戦実る 

党
市
議
団
は
、「
貧
困

と
格
差
の
拡
大
で
苦
し
む

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

あ
た
た
か
い
市
政
に
転
換

す
べ
き
」
と
の
立
場
か
ら
、

市
民
の
切
実
な
要
望
の
実

現
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

取
り
上
げ
た
要
求
は
、

①
国
民
健
康
保
険
証
の
取

り
上
げ
を
や
め
全
世
帯
に

交
付
を
　
②
五
十
万
円
以

下
の
小
規
模
修
繕
工
事
登

録
制
度
の
発
注
拡
大
を

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
を
国
に
求
め
よ

④
低
所
得
者
の
介
護
保
険

料
や
利
用
料
の
市
独
自
の

減
免
制
度
を
　
⑤
特
養
老

人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
（
約

千
百
人
）
解
消
の
た
め
市

の
責
任
で
施
設
整
備
を

⑥
人
材
確
保
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
福
祉
施
設
の
市

独
自
の
運
営
費
助
成
を

⑦
群
馬
総
社
駅
の
西
口
開

設
と
老
朽
駅
舎
の
改
修

⑧
市
が
訪
問
し
て
生
活
再

建
の
相
談
に
の
る
生
活
支

援
相
談
員
制
度
の
創
設
、

な
ど
で
す
。

二
月
の
市
長
選
挙
で
再
選
さ
れ

た
直
後
か
ら
、高
木
市
長
の
親
族
企

業
に
よ
る
一
五
〇
億
円
の
所
得
隠

し
が
全
国
に
報
道
さ
れ
、
さ
ら
に

中
心
市
街
地
の
開
発
や
朝
倉
工
業

団
地
の
拡
張
計
画
･
上
増
田
工
業

団
地
の
分
譲
･
県
住
宅
供
給
公
社

の
土
地
購
入
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
、

親
族
企
業
や
支
援
企
業
に
利
益
誘

導
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
新
聞
報
道
が
続
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
代
表

質
問
で
中
道
議
員
が
高
木
市
長
に

対
し
て
「
事
実
経
過
を
正
確
に
市

民
に
説
明
す
べ
き
」
と
強
く
求
め

る
と
と
も
に
、「
朝
倉
工
業
団
地

拡
張
と
中
心
市
街
地
の
八
番
・
四

番
街
区
の
開
発
で
は
、
親
族
企
業

や
支
援
企
業
の
土
地
を
計
画
か
ら

除
外
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
、「
一

連
の
報
道
に
よ
っ
て
市
民
に
心
配

を
か
け
た
こ
と
は
遺
憾
」
と
陳
謝

し
た
も
の
の
、「
便
宜
を
図
っ
た

こ
と
は
な
い
」
と
疑
惑
を
否
定
。

し
か
し
、「
疑
惑
を
も
た
れ
て
い

る
親
族
企
業
や
支
援
企
業
の
土
地

に
つ
い
て
は
計
画
か
ら
除
外
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
改

善
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
議
員
は
「
こ
の
よ

う
な
疑
惑
を
生
ま
な
い
た
め
に

も
、
市
長
は
親
族
企
業
な
ど
と
市

の
土
地
の
売
買
や
開
発
計
画
に
つ

い
て
、
一
定
の
歯
止
め
を
行
な
う

ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

か
」
と
提
言
。

市
長
は
、
ル
ー
ル
作
り
に
つ
い

て
は
「
検
討
し
た
い
」
と
前
向
き

な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

ま
た
今
議
会
に
は
、
清
新
ク
ラ

ブ
（
十
七
人
）
と
公
明
党
（
四
人
）

が
市
長
へ
の
辞
職
勧
告
決
議
案
を

提
出
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
事
実

経
過
か
ら
も
市
長
が
親
族
企
業
に

便
宜
を
図
っ
た
と
疑
わ
れ
て
も
止

む
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
捜
査
当

局
に
受
託
収
賄
罪
な
ど
で
取
調
べ

を
受
け
た
り
起
訴
さ
れ
て
い
な
い

段
階
で
あ
り
、
辞
職
勧
告
を
行
う

に
は
時
期
尚
早
だ
と
の
判
断
か

ら
、「
同
決
議
案
に
は
賛
成
も
反

対
も
せ
ず
、表
決
に
は
棄
権
す
る
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
最
終
日

の
二
十
七
日
、
二
会
派
は
提
出
し

て
い
た
「
市
長
辞
職
勧
告
決
議
」

を
審
議
直
前
に
取
り
下
げ
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
今
後
と
も
、
市
長

の
疑
惑
の
真
相
究
明
に
全
力
を
上

げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
ル
ー
ル

を
確
立
す
る
た
め
に
積
極
的
な
条

例
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

高木市長にかかわる
疑惑の真相究明に全力！ ３月

議会報告

桃の木川沿の満開の桜並木
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市民要求の実現めざし奮闘します

「
親
族
・
支
援
企
業
へ
の
便
宜
根
絶
の

ル
ー
ル
確
立
が
必
要
」と
提
言



か
」
と
質
問
。
当
局
は
「
本
市
で

は
、
入
居
者
の
八
割
が
改
定
さ
れ

る
収
入
基
準
以
下
で
、
二
割
の
収

入
超
過
世
帯
の
う
ち
、
月
収
三
十

一
万
円
を
越
え
る
た
め
に
明
け
渡

し
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
入

居
者
は
一
％
」
と
影
響
は
少
な
い

旨
の
答
弁
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
議
員
は
「
市
営
住
宅
へ
の
入
居

待
機
者
は
常
時
五
〇
〇
世
帯
も
い

る
。
新
規
増
設
を
行
い
、
低
所
得

者
や
社
会
的
弱
者
の
優
先
入
居
な

ど
市
民
の
強
い
住
宅
要
望
に
応
え

る
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

市民のくらし、福祉、教育の充実を求めて全力
前橋市は６年後の稼動をめざして下増田町に新清掃工場を建設

しようとしてます。問題は、全市民的な合意が得られていない段
階で地元との協議を当局が先行しているために、市民の不安や批
判が高まっていることです。
ところが2008年度予算原案に盛り込まれていた1700万円の調査

費は、国への建設補助金（交付金）申請のための地域計画づくり
や新施設の研究・ＰＦＩ（民間資金活用）の導入研究などをコン
サルタント会社に委託する内容の予算案となっていました。

市民参加で調査研究を！

長谷川議員は「今、焼却炉メーカーは、企業としての生き残り
をかけて激しい競争をしている。このような中で、環境測定会社
による談合や焼却炉メーカーの脱税・贈収賄事件も全国で多発し
ている。安易に各種調査の委託を行なえば、焼却炉メーカーに情
報が漏れて、経費のかかる大規模な溶融炉の導入など税金が無駄
使いされる恐れがある」と指摘。
「『保健所準備室』・『都市緑化フェアー推進室』のような体制

で市独自の調査研究をすべき。さらに市民参加の検討委員会を設
置して、数値目標を掲げたごみ減量運動や、焼却炉選定も慎重に
検討すべき」と述べ予算削減を求めました。議会最終日、検討委
員会などの運営経費100万円を残して、1600万円の予算額の削減を
他の二会派とともに提案し可決されました。

自
の
石
油
･
飼
料
価
格
高
騰
対
策

を
上
乗
せ
す
る
な
ど
の
緊
急
支
援

策
を
実
施
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し

た
。
当
局
は
「
む
ず
か
し
い
」
と

消
極
的
で
す
。

市
営
住
宅
入
居
の
た
め
の

収
入
基
準
の
改
悪
や
め
よ

田
村
議
員
は
「
公
営
住
宅
法
施

行
令
が
改
悪
さ
れ
て
、
収
入
基
準

が
月
収
二
十
万
円
以
下
か
ら
十
五

万
八
千
円
以
下
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
た
め
に
、
来
年
四
月
か
ら
実
施

さ
れ
れ
ば
収
入
超
過
者
へ
の
退
去

勧
告
や
家
賃
値
上
げ
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
入
居
対
象
世
帯
が
狭
め
ら

れ
た
り
、
割
り
増
し
家
賃
の
請
求

が
行
わ
れ
、
安
心
し
て
住
め
な
い

市
営
住
宅
に
な
る
の
で
は
な
い

が
亡
く
な
ら
れ
る
不
幸
な
事
態
が

発
生
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
市

と
し
て
、
実
態
把
握
と
病
院
の
受

入
れ
体
制
の
強
化
を
求
め
ま
し

た
。
当
局
は
「
県
の
空
き
ベ
ッ
ド

の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
搬

送
し
て
い
る
が
、
受
入
れ
が
難
し

い
状
況
も
あ
る
。
救
急
医
療
懇
話

会
で
い
っ
そ
う
の
受
け
入
れ
体
制

整
備
を
要
請
し
た
い
。
市
と
し
て

も
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

石
油
や
飼
料
高
騰
で

苦
し
む
農
家
の
支
援
を

石
油
の
高
騰
で
、
キ
ュ
ウ
リ
や

ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
農
家
は
、
農
業

経
営
に
大
変
な
苦
労

を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
世
界
的
な
バ
イ

オ
燃
料
ブ
ー
ム
な
ど

で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

麦
な
ど
の
穀
物
飼
料

が
高
騰
し
、
酪
農
家

は
存
続
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
林
議
員
は
「
省
エ

ネ
機
器
の
購
入
助
成

や
、
国
の
飼
料
購
入

助
成
制
度
の
活
用
や

自
家
用
飼
料
作
物
を

栽
培
す
る
場
合
の
種

の
助
成
な
ど
の
支
援

で
は
不
十
分
。
市
独

新清掃工場の調査委託費
1600万円の減額修正を可決

今
年
一
月
十
三
〜
十
七
日
、
前
橋
上
空
を
昼

夜
に
わ
た
り
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
低
空
飛
行
訓

練
が
繰
り
返
さ
れ
、
県
・
市
町
村
や
自
衛
隊
へ

住
民
か
ら
抗
議
や
苦
情
が
殺
到
し
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
群
馬
県
委
員
会
は
一
月
十
八
日
、
防

衛
省
に
訓
練
の
中
止
を
申
し
入
れ
、
党
市
議
団

も
三
月
二
十
四
日
、
平
和
団
体
や
市
民
と
一
緒

に
市
長
に
対
し
、
中
止
の
要
請
を
行
な
い
ま
し

た
。中

道
議
員
は
こ
の
問
題
を
代
表
質
問
で
も
取

り
上
げ
、「
前
橋
上
空
が
米
軍
機
の
飛
行
ル
ー
ト

に
な
っ
て
お
り
、
騒
音
や
振
動
の
怖
さ
だ
け
で

な
く
墜
落
事
故
の
危
険
性
が
あ
る
。
市
民
の
安

全
・
財
産
を
守
る
責
任
が
あ
る
市
長
と
し
て
止

め
さ
せ
る
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
市
民
生
活
に
不
安
を
与
え
て
お
り

遺
憾
で
あ
る
」「
国
家
間
の
条
約
で
あ
り
、
市
で

は
で
き
な
い
こ
と
だ
が
、
国
・
県
に
粘
り
強
く

中
止
要
請
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
答
え
ま
し
た
。

党
市
議
団

意
見
書
案
六
件
提
出

三
件
が
採
択

党
市
議
団
は
意
見
書
案
六
件
を
提
出
。

「
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
を
求
め

る
意
見
書
」
と
「
輸
入
食
品
の
検
査
体
制
の
抜

本
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
は
起
草
委
員
会
を

経
て
全
会
一
致
で
採
択
。
ま
た
「
米
兵
に
よ
る

犯
罪
の
再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書
」
は
賛
成

多
数
で
採
択
。

「
労
働
者
派
遣
制
度
の
抜
本
的
な
改
正
を
求

め
る
意
見
書
」「
診
療
報
酬
引
き
下
げ
の
中
止
と

医
療
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
三

件
は
反
対
多
数
で
不
採
択
。
田
村
議
員
が
奮
闘

し
ま
し
た
。

前橋上空での米軍ジェット機の低空飛行訓練の中止を

飼料高騰と乳価低迷で苦しむ大胡地区の酪農家の牛舎

地
元
食
材
を
学
校
給
食
に

農
薬
が
混
入
さ
れ
た
中
国
の
冷

凍
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
が
、
市
民
の

「
食
」
の
不
安
を
広
げ
て
い
ま
す
。

中
道
議
員
は
「
本
市
の
〇
七
年
度

の
学
校
給
食
に
も
中
国
の
天
洋
食

品
の
冷
凍
食
品
が
二
回
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
年
間
に
四
〇
二
品

目
の
冷
凍
食
品
が
使
わ
れ
、
そ
の

一
割
が
輸
入
食
品
で
す
。
冷
凍
食

品
を
減
ら
し
て
、
地
元
の
農
畜
産

物
を
も
っ
と
使
う
べ
き
」
と
要
求

し
ま
し
た
。
当
局
は
、「
努
力
し

た
い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

笠
原
議
員
は
「
前
橋
で
も
病
院

の
受
入
れ
体
制
が
弱
い
た
め
に
、

救
急
搬
送
が
遅
れ
て
、
救
急
患
者
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